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 要 旨   
 カフェインはしばしばエタノール摂取と同時かまたは直後に摂取される。plus-maze 
discriminative avoidance task（PMDAT）は学習、不安、運動量の測定を行うことができ

る。マウスで PMDAT を行い、エタノールとカフェインの学習、不安、運動量への影響を

調べた。この結果、エタノール（1.0-1.4 g/kg）は用量依存的に不安と学習能力を減少させ、

運動量を増加させた。カフェイン（5.0-40.0 mg/kg）は用量依存的に不安を増加させ、運動

量と学習能力を減少させた。カフェインはエタノールによる学習障害を回復させることが

できなかった。しかしながら、1.4 g/kg のエタノールはカフェインの不安惹起作用を阻害し

た。以上より、カフェインとエタノールは相互作用して PMDAT での行動を調節するが、

カフェインはエタノールによる学習障害を回復できないことが明らかになった。エタノー

ルによる抗不安作用はアルコール摂取の一因となり、カフェインによる不安惹起のエタノ

ールによる阻害が共使用の一因となる可能性がある。 
 
 
 
 
 
 
 

 




